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一
．
は
じ
め
に

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
ト
マ
ト
は
大
き
く
加

工
用
と
生
食
用
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
品
種
や

栽
培
方
法
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国

の
生
ト
マ
ト
の
生
産
量
（
二
〇
〇
一
年
）
は
、
生

食
用
四
三
万
ト
ン
に
対
し
て
加
工
用
は
六
万
ト
ン

で
あ
り
、
加
工
用
ト
マ
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
）
の
原
料
と
し

て
契
約
栽
培
に
よ
り
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
等
の
原
料
に
も
多
く
の

国
産
の
ト
マ
ト
が
仕
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
二

年
の
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
ー
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト
の
輸

入
自
由
化
後
は
、
国
産
加
工
用
ト
マ
ト
の
用
途
は

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
用
原
料
に
狭
め
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
自
由
化
後
、
輸
入
原
料
と
棲
み
分

け
が
行
わ
れ
、
主
と
し
て
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
原

料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た
国
産
加
工
用
ト
マ
ト

の
生
産
の
動
向
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

二
．
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
栽
培
の
経
緯

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
ト
マ
ト
加
工
品
の

原
料
と
な
る
国
産
の
ト
マ
ト
は
、
生
食
加
工
兼
用

が
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
加
工
用
に
仕
向
け

ら
れ
る
ト
マ
ト
の
供
給
量
は
青
果
市
場
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
品
質
面
で
も
ば
ら
つ
き
が
多
い
状

態
で
あ
っ
た
。

　

六
〇
年
代
に
入
る
と
加
工
適
性
の
向
上
し
た
専

用
品
種
に
一
気
に
転
換
が
進
み
、
生
食
用
と
加
工

用
は
明
確
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
栽
培

方
法
は
、
生
食
用
が
支
柱
栽
培
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
加
工
用
は
無
支
柱
栽
培
が
行
わ
れ
る
点
で
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

加
工
原
料
用
ト
マ
ト
は
、
契
約
栽
培
に
よ
り
安

定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
や
稲
作
の
生
産
調

整
対
策
に
お
け
る
転
作
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
生

産
が
拡
大
し
た
。

三
．
ト
マ
ト
加
工
品
の
輸
入
自
由
化
と
輸
入
動
向

　

ト
マ
ト
加
工
品
は
、
か
つ
て
は
輸
入
制
限
が

行
わ
れ
、
六
五
年
の
ト
マ
ト
加
工
品
の
輸
入
量

は
八
八
〇
ト
ン
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
七
二
年
に

ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
ー
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト
の
輸
入

が
自
由
化
さ
れ
て
輸
入
量
が
急
増
し
た
。
輸
入
自

由
化
以
前
は
国
産
の
加
工
用
ト
マ
ト
が
ケ
チ
ャ
ッ

プ
等
の
原
料
に
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
ケ

チ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
原
料
と
し
て
の
輸
入
原
料
の
優

位
性
は
明
ら
か
で
、
輸
入
自
由
化
を
契
機
に
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
原
料
は
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
ペ
ー

ス
ト
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
八
九

年
に
は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の

輸
入
自
由
化
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
の
ト
マ
ト
加

工
品
の
輸
入
量
は
一
八
万
七
千
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
二
年
の
輸
入
自
由
化
に
よ
り
、
ト
マ
ト
ペ
ー

ス
ト
の
輸
入
量
が
急
増
し
た
た
め
、
国
産
の
加

工
原
料
用
ト
マ
ト
の
需
要
量
が
減
少
し
、
国
内

の
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
は
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
以
降
、
ト
マ

ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
は
輸
入
原
料
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

は
国
産
原
料
と
い
う
棲
み
分
け
が
明
確
に
な
り
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は
国
産
原
料
を
使
用
し
た
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
国
産
加
工
原
料
用
ト
マ
ト

生
産
量
の
減
少
で
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
が
不
足

す
る
よ
う
に
な
り
、
輸
入
原
料
を
使
用
し
た
濃
縮

還
元
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
生
産
割
合
が
高
ま
っ
た
。

四
．
国
産
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
動
向

　

わ
が
国
の
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
は
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
需
要
の
伸
び
を
背
景
に
七
〇
年
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代
前
半
ま
で
拡
大
を
続
け
、
七
五
年
に
は
四
〇
万

ト
ン
ま
で
増
加
し
た
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
に
入

る
と
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
輸
入
拡
大
に
よ

り
、
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
は
需
要
量
を

上
回
り
、
ま
た
寡
占
構
造
の
下
で
の
シ
ェ
ア
拡
大

競
争
の
結
果
、
メ
ー
カ
ー
は
製
品
・
原
料
の
過
剰

在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
八
一

年
か
ら
大
規
模
な
国
内
生
産
調
整
が
行
わ
れ
、
加

工
原
料
用
ト
マ
ト
の
作
付
面
積
は
八
〇
年
か
ら

八
三
年
に
か
け
て
大
幅
に
減
少
し
、
生
産
量
も
八

〇
年
の
三
六
万
ト
ン
か
ら
八
三
年
は
一
三
万
ト
ン

と
、
三
年
間
で
約
三
分
の
一
に
減
少
し
た
。

　

加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
基
本
価
格
は
、
ト
マ

ト
ジ
ュ
ー
ス
減
産
の
た
め
、
八
〇
年
か
ら
四
年
間

据
え
置
か
れ
て
い
た
が
、
八
四
年
に
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
四
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
生
産
量

は
前
年
を
上
回
っ
た
。
こ
の
基
本
価
格
の
引
上
げ

は
、
農
家
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
意
欲
が

減
退
し
た
た
め
、
メ
ー
カ
ー
が
こ
れ
ま
で
の
生
産

抑
制
の
方
針
か
ら
農
家
に
作
っ
て
も
ら
う
と
い
う

姿
勢
へ
転
換
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
工

原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
が
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の

原
料
所
要
量
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
ー
カ
ー

は
再
び
抑
制
策
に
転
じ
、
八
八
年
に
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
四
〇
円
か
ら
三
七
円
と
す
る
戦
後
に
お
い

て
初
め
て
の
引
下
げ
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
加

工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
は
前
年
比
▲
四
万
ト

ン
（
同
▲
二
九
・
九
％
）
と
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

メ
ー
カ
ー
は
、
八
八
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
据

え
置
い
た
基
本
価
格
を
九
一
年
に
三
円
引
き
上
げ

た
が
、
作
付
面
積
は
一
、
〇
〇
〇
ha
を
割
り
、
生

産
量
も
七
万
ト
ン
を
下
回
っ
た
。
そ
の
後
も
九
四

年
ま
で
四
年
連
続
の
値
上
げ
を
行
な
い
、
増
反
意

欲
を
促
進
し
た
が
、
生
産
量
の
回
復
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
近
年
、
作
付
面
積
は
安
定
し
、
生
産
量

は
六
万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

五
．
主
産
地
の
状
況

　

わ
が
国
の
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
は
、

長
野
県
が
最
も
多
く
、
次
い
で
福
島
県
、
茨
城
県

と
な
っ
て
お
り
、
三
県
の
生
産
量
の
合
計
は
全
体

の
七
割
弱
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
生
産
農
家
戸
数

で
は
、
三
県
で
全
体
の
六
割
弱
を
占
め
て
い
る
。

　

主
産
地
で
は
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
の
生
産
者
は

六
〇
歳
代
が
中
心
で
あ
り
、
生
産
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

加
工
原
料
用
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
収

穫
作
業
が
生
産
者
の
負
荷
と
な
っ
て
お
り
、
収
穫

時
の
労
働
力
確
保
が
栽
培
規
模
を
左
右
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
主
産
地
で
も
二
〇
ａ
未
満
の

栽
培
農
家
戸
数
が
全
体
の
七
割
弱
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
規
模
拡
大
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
機
械
化
を

推
進
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

六
．
む
す
び

　

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は
、
か
つ
て
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ッ
ク
を
主
体
と
す
る
缶
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
近
年
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
に
お
い

て
も
着
実
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
容
器
の
生
産
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
消
費
者
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
低
価
格
志
向
の
強
ま
り
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
は
安
価
な
輸
入
原
料
を

使
用
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
容
器
入
り
の
濃
縮
還
元
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
の
生
産
を
増
大
さ
せ
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
パ
ッ
ク
の
生
産
量
は
減
少
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は
、
味
の
良
さ
、

安
全
性
と
い
う
点
に
お
い
て
優
れ
て
お
り
、
消
費

者
の
原
料
に
対
す
る
国
産
志
向
は
根
強
い
も
の
が

あ
る
。
国
産
原
料
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か

す
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
が
最
適
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
の
生
産
に
は

契
約
栽
培
に
よ
る
高
品
質
で
安
全
な
加
工
原
料
用

ト
マ
ト
の
安
定
供
給
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
国
産
の
加
工
原
料
用
ト
マ
ト
を
安
定
的

に
生
産
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
内
産
地
が
直
面

し
て
い
る
、
①
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

へ
の
対
応
、
②
機
械
化
の
推
進
と
規
模
拡
大
、
と

い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
組
み
を
行
う

必
要
が
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
光
次
）
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